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4.1.8.3 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討項目 

環境保全措置の検討は、予測結果を踏まえ、環境影響がない又は小さいと判断され

る場合以外に行う。 

予測の結果から、主要な眺望点及び景観資源については、影響はない又は小さいと

判断されることから、環境保全措置の検討を行う項目とはしない。また、主要な眺望

景観のうち、雷山及び金山については、影響は小さいと判断されることから、環境保

全措置の検討を行う項目とはしない。 

景観について、環境保全措置を検討する項目を表 4.1.8-7 に示す。 

表 4.1.8-7 環境保全措置の検討項目 

環境保全措置の検討
項目 予測結果の概要 土地又は工作物の 

存在及び供用 
雷山 － 
天山 － 
古湯城跡 － 

主
要
な 

眺
望
点 

金山 

 対象事業の実施により改変される主要な眺
望点はないと予測されることから、影響はない
と考えられる。 

－ 

三瀬高原 

 対象事業の実施により三瀬高原の一部が改
変を受けるが、三瀬高原全体に改変を与えるも
のではないと予測されることから、影響は小さ
いと考えられる。 

－ 景
観
資
源 
杉山高原 

 対象事業の実施により改変されることはな
いと予測されることから、影響はないと考えら
れる。 

－ 

雷山 
 原石山、菖蒲土捨場、栗並土捨場及び道路法
面による眺望景観の変化は小さいと予測され
ることから、影響は小さいと考えられる。 

－ 

天山 

 道路法面による眺望景観の変化は小さいと
予測される。しかし、須田土捨場により眺望景
観に変化が生ずると予測されることから、影響
があると考えられる。 

○ 

古湯城跡 

 須田土捨場による眺望景観の変化は小さい
と予測される。しかし、道路法面により眺望景
観に変化が生ずると予測されることから、影響
があると考えられる。 

○ 

主
要
な
眺
望
景
観 

金山 
 栗並土捨場、菖蒲土捨場及び道路法面による
眺望景観の変化は小さいと予測されることか
ら、影響は小さいと考えられる。 

－ 

注)1.○:影響がない又は小さいと判断される場合以外に該当するため、環境保全措置の検討を行う。 

2.－:影響がない又は小さいと判断されるため、環境保全措置の検討を行わない。 
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(2) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討結果の検証及び整理 

主要な眺望景観のうち、天山及び古湯城跡については、土地又は工作物の存在及

び供用により、眺望景観に変化が生ずる。 

このため、これらの影響に対して、複数の環境保全措置案の比較検討、実行可能

なより良い技術が取り入れられているかどうかの検討等により、事業者の実行可能

な範囲内で環境影響ができる限り回避・低減されているかを検証した。 

土地又は工作物の存在及び供用における、環境保全措置の検討結果の検証及び整

理の結果を表 4.1.8-8 に示す。 
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表 4.1.8-8(1) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

の検討結果の検証及び整理の結果 

項目 主要な眺望景観(古湯城跡) 
環境影響  道路法面により眺望景観に変化が生ずる。 
環境保全措置の方針  道路法面の植生を回復することにより、主要な眺望景観

(古湯城跡)の保全を図る。 
a.植生の回復(道路法面) 環境保全措置案 
a-1.種子吹き付け a-2.潜在自然植生の整備及

び復元 
実施主体 事業者 事業者 
実施方法  道路法面は、種子吹き付

けにより植生の回復を図
る。 

 道路法面は法面形状に配
慮し、改変地や水没地内の
樹木、表土等を利用し、潜
在自然となるように植生の
回復を図る。 

実施期間 対象事業により道路法面が
出現した後 

対象事業により道路法面が
出現した後 

実施範囲 道路法面 道路法面 

環 境 保
全 措 置
の 実 施
の内容 

その他 

実施条件  特になし。  改変地や水没地内の樹
木、表土等を利用する。 

環境保全措置を講じた後の環境
の状況の変化 

 道路法面及びその周辺の
現存植生は、スギ・ヒノキ
植林であるが、環境保全措
置実施後には、道路法面及
びその周辺の潜在自然植生
であるシイ・タブ林となる。

 道路法面及びその周辺の
現存植生は、スギ・ヒノキ
植林であるが、環境保全措
置実施後には、道路法面及
びその周辺の潜在自然植生
であるシイ・タブ林となる。

環境保全措置の効果  古湯城跡からの眺望景観
(環境保全措置実施直後)
は、写真 4.1.8-5(3)に示す
とおりであり、周囲の山々
と調和していない眺望景観
になるが、環境保全措置実
施後の定常状態になると写
真 4.1.8-5(5)に示すとお
り、周囲の山々と調和した
眺望景観になり自然的な感
じがする。 

 古湯城跡からの眺望景観
(環境保全措置実施直後)
は、写真 4.1.8-5(4)に示す
とおりであり、周囲の山々
と調和した眺望景観にな
り、環境保全措置実施後の
定 常 状 態 に な る と 写 真
4.1.8-5(5)に示すとおり、
周囲の山々とさらに調和し
た眺望景観になり自然的な
感じがする。 

環境保全措置の効果の不確実性
の程度 

 道路法面周辺の景観と調
和した樹林地が復元するこ
とから、不確実性は小さい。

 道路法面周辺の景観と調
和した樹林地が復元するこ
とから、不確実性は小さい。

環境保全措置の実施に伴い生ず
るおそれがある環境への影響 

 他の環境要素への影響は
想定されない。 

 他の環境要素への影響は
想定されない。 

環境保全措置実施の課題  特になし。  特になし。 
 実施しない。  実施する。 検証の結果 
 環境保全措置案の a-1 案及び a-2 案については、樹林地
景観が復元されることから主要な眺望景観(古湯城跡)へ
の影響はできる限り回避・低減されていると考えられる
が、a-1 案は a-2 案と比較して、環境保全措置の効果が現
れるまでに時間がかかる。従って、a-1 案よりも a-2 案の
方がより良い環境保全措置であると考えられる。 
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古湯城跡からの環境保全措置実施前及び環境保全措置実施後の眺望景観の状況を

写真 4.1.8-5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.1.8-5(1) 古湯城跡からの眺望景観の状況(現況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.1.8-5(2) 古湯城跡からの眺望景観の状況(供用後) 

 古湯城跡から東南東方向の眺望景観であり、景観資源である三瀬高原(非火山
性高原)を望むことができる。手前の古湯温泉街と奥の山々が調和しており、や
すらぎを与える眺望景観である。 

 古湯城跡から三瀬高原を望むとき、須田土捨場及び道路法面が眺望できる。

中央右に道路法面が大きく出現するため、手前の古湯温泉街と奥の山々の調和

が崩れ、やすらぎを損ねる眺望景観になる。 
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写真 4.1.8-5(3) 古湯城跡からの眺望景観の状況(環境保全措置実施後:a-1 案実施直後) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.1.8-5(4) 古湯城跡からの眺望景観の状況(環境保全措置実施後:a-2 案実施直後) 

 古湯城跡から三瀬高原を望むとき、須田土捨場及び道路法面が眺望できる。
中央右に道路法面が大きく出現する。環境保全措置を実施し、コンクリート法
枠ではなくなるが、手前の古湯温泉街と奥の山々の調和が崩れ、やすらぎを損
ねる眺望景観になる。 

 古湯城跡から東南東方向の眺望景観であり、景観資源である三瀬高原(非火山
性高原)を望むことができる。環境保全措置を実施し、植生の回復を図っている
ため、手前の古湯温泉街と奥の山々が調和しており、やすらぎを与える眺望景
観である。 
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写真 4.1.8-5(5) 古湯城跡からの眺望景観の状況(環境保全措置実施後:a-1 案 

及び a-2 案実施後の定常状態) 

 

 古湯城跡から東南東方向の眺望景観であり、景観資源である三瀬高原(非火山
性高原)を望むことができる。環境保全措置を実施し、植生の回復を図っている
ため、手前の古湯温泉街と奥の山々が調和しており、やすらぎを与える眺望景
観である。 
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表 4.1.8-8(2) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の 

検討結果の検証及び整理の結果 

項目 主要な眺望景観(天山) 
環境影響  須田土捨場の跡地により眺望景観に変化が生ずる。 
環境保全措置の方針  須田土捨場の跡地を整備し、水田として利用されること

を促すことにより、主要な眺望景観(天山)の保全を図る。
環境保全措置案 a.水田利用への整備 

実施主体 事業者 
実施方法  須田土捨場の跡地を整備し、水田として利用されること

を促す。 
実施期間 対象事業により須田土捨場の跡地が出現した後 
実施範囲 須田土捨場の跡地 

環 境 保
全 措 置
の 実 施
の内容 その他 

実施条件  水田として利用されるように整備する。 
環境保全措置を講じた後の環境
の状況の変化 

 環境保全措置実施後には、水田として利用される。 

環境保全措置の効果  天山からの眺望景観(環境保全措置実施後)は、写真
4.1.8-6(1)に示すとおりであり、周囲の山々と調和した眺
望景観になる。 

環境保全措置の効果の不確実性
の程度 

 須田土捨場の跡地周辺の景観と調和した景観が復元す
ることから、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い生ず
るおそれがある環境への影響 

 他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題  特になし。 
 実施する。 検証の結果 
 a 案については、景観が復元されることから主要な眺望
景観(天山)への影響はできる限り回避・低減されていると
考えられる。 
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天山からの環境保全措置実施前及び環境保全措置実施後の眺望景観の状況を写真

4.1.8-6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.1.8-6(1) 天山からの眺望景観の状況(現況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.1.8-6(2) 天山からの眺望景観の状況(供用後) 

 天山から北東方向の眺望景観であり、手前に景観資源である杉山高原(非火山
性高原)を、奥に景観資源である三瀬高原(非火山性高原)を望むことができる。
手前から遠方に、尾根線が折重なり遠方のなだらかなスカイラインへ繋がって
いくため、見通しがよく、気持ちのよい印象を与える。 

 天山から三瀬高原及び杉山高原を望むとき、須田土捨場及び道路法面が眺望
できるが、山々の尾根線に変化をもたらすものではないため、現況と変わらず、
遠方のなだらかなスカイラインへと繋がり、見通しがよく、気持ちの良い印象
を与える。 
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写真 4.1.8-6(3) 天山からの眺望景観の状況(環境保全措置実施後) 

 

 天山から北東方向の眺望景観であり、景観資源である三瀬高原(非火山性高
原)及び杉山高原(非火山性高原)を望むことができる。環境保全措置を実施し、
水田として利用されるように整備しているため、現況と変わらず、遠方のなだ
らかなスカイラインへと繋がり、見通しがよく、気持ちの良い印象を与える。 
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(3) 環境保全措置の検討結果 

1) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

環境保全措置の検討の結果、主要な眺望景観に対して表 4.1.8-9 に示す環境保全

措置を講じる。 

 

表 4.1.8-9 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

 

 

 

項目 環境影響 環境保全措置の方針 環境保全措置 環境保全措置の効果 

天
山 

 須田土捨場
の跡地により
眺望景観に変
化が生ずる。 

 須田土捨場の跡地
を整備し、水田として
利用されることを促
すことにより、主要な
眺望景観(天山)の保
全を図る。 

○水田利用への整備
・須田土捨場の跡地
を整備し、水田と
して利用されるこ
とを促す。 

 須田土捨場の跡地を
整備し、水田として利用
されることを促すこと
により、現況と同様の田
園の状況が復元される。
 このことから、主要な
眺望景観(天山)への影
響に対し、事業者の実行
可能な範囲内でできる
限り回避・低減されてい
ると考えられる。 

主
要
な
眺
望
景
観 

古
湯
城
跡 

 道路法面に
より眺望景観
に変化が生ず
る。 

 道路法面の植生を
回復することにより、
主要な眺望景観(古湯
城跡)の保全を図る。

○植生の回復 
・道路法面は法面形
状に配慮し、改変
地や水没地区の樹
木、表土等を利用
し、潜在自然植生
となるように植生
の回復を図る。 

 道路法面を潜在植生
となるように植生の回
復を図ることにより、現
況と同様の樹林の状況
が復元される。 
 このことから、主要な
眺望景観(古湯城跡)へ
の影響に対し、事業者の
実行可能な範囲内でで
きる限り回避・低減され
ると考えられる。 
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4.1.8.4 評価の結果 

景観については、主要な眺望点、景観資源及び主要な眺望景観について調査、予測を

実施し、その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行った。これにより、景観に係る環

境影響が事業者の実行可能な範囲内でできる限り回避・低減されていると判断する。 
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